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　１月１３日、ハートフルプラザ・はしかみにおいて平成１５年

階上町成人式が開催されました。

　今年、町内で成人を迎えられた方々は、昭和57年４月２

日から昭和58年４月１日までに生まれた男性149名、女性86

名の計235名です。

　会場にはあでやかな晴れ着やスーツに身を包んだ新成人

が続々と集まり、華やかな雰囲気の中、式は進みました。

　出席者全員で階上町民憲章を唱和した後、上山町長が「本

日まで支えてくれた両親と社会に感謝して欲しい。今日を

新たなスタートの日とし、健康に留意して頑張ってくださ

い」と激励し記念品を贈呈しました。

　この後、新成人を代表して沼沢武尊さん（鳥屋部）が「強

い意志をもって、自分の夢を実現させるために、進むべき

道を切り開いていこうと思います」と

お礼を述べました。

　式典終了後に行われた交歓会では、

小守陽貴さん （金山沢） と関川五月さ

ん （榊） が二十歳の誓いと題して、これ

までの経験から考えた今後の目標や

決意を発表。

　新成人の方々は、ワイルドウインド

ビックバンドによる演奏の中、久しぶ

りに再会した友人や恩師らと昔話や

近況報告をしながら、楽しいひととき

を過ごしていました。

　この日式典に出席したのは、町外在

住者を含む113名でした。

　二十歳になれば参政権が与えられますが、成人式

終了後、さっそく県知事選挙の不在者投票に訪れた

「真面目な」新成人の方々がいました。

　「投票日には地元にいないので・・・」ということ

で晴れ着姿の初投票となったそうです。

　初めての投票に際し少々緊張気味の皆さん。最後に

投票箱に投かんし、ホッとした様子を見せていました。
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　12月20日、登切小全校児童が地区の老人クラブの
方々とそば打ちを行いました。
　同校では、世代間交流を目的に、老人クラブとの交
流を行っており、今年は夏のソバの植栽から秋の刈
り取りまで一緒に実施してきました。この日は２学
期の終業式であり、「年越しそば」としてみんなで収
穫を喜びました。
　「ソバ打ち」は毎年行っているということで、６年
生はもはやベテランです。まるでプロのように包丁
を扱い、見事なソバを作っていました。
　児童らは「たくさんの実がなってうれしかった」「こ
ねるのは力が必要、大変です」いろいろな感想をもち
ながら、皆で出来上がったソバに舌鼓を打っていま
した。

　１月１１日から３日間にわたり、大蛇学区連合子供
会が地区の防火を目的に夜間のパトロールを行いま
した。
　これは、数年前に地区の老人が火事により亡く
なったことがきっかけで、25年ぶりに復活し今年は
２回目を数えます。
　パトロールに先立って行われた結団式では、大蛇・
追越・荒谷地区それぞれの班長が、「防火パトロール
を実施し、地域を守ります。」と決意を表明。
　この後３班に分かれた児童らは、さっそくそれぞ
れの地区に繰り出し、拍子木を鳴らしながら大きな
声で防火を訴えました。

　12月16日、階上小児童と鳥屋部えんぶり組が八戸
第二養護学校を訪問し、「えんぶり」を通じて交流を
深めました。
　階上小学校では、地区に受け継がれているえんぶり
を紹介することで、地域活動への参加意欲を高め、い
ろいろな人との連帯感を高めるということを目標に、
毎年この交流会に向けてえんぶりを練習しています。
　児童らは組の方々と一緒に、勇壮な摺りやユーモ
ラスな舞を披露。養護学校の児童から大きな拍手を
受けていました。
　この後、えんぶり体験が行なわれ、養護学校の児童
らも烏帽子をかぶったり太鼓をたたいたり、思い思
いに「えんぶり」を楽しみました。

～階上小と鳥屋部えんぶり組が第二養護学校訪問～
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～老人クラブの方々とそば打ち体験～

学区からの火事を起こさせません�学区からの火事を起こさせません�
～大蛇子供会が地区の防火を訴える～
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　１月５日、町消防団（重文字勝義団長）の平成15年

出初式が町役場裏駐車場及び勤労者体育センターに

て行われました。

　式には約150人の団員が参加。この日は寒風の吹く

非常に寒い日となりましたが、気合の入ったきびき

びとした動作で、上山町長による観閲、分列行進を披

露しました。

　この後、勤労者体育センターにて式典が行われ、八

戸東消防署長より、「新年のスタートに際し、非常に

立派な出初式でした。町民に頼られる、精鋭部隊で

あってください」と講評を受けました。

　消防団の皆さん、今年もよろしくお願いします。

～町の精鋭部隊が、堂々の行進を行う～

 （４）
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～町の将来への関心の高まりがひしひしと感じられました～�

　１月１２日から１９日まで町内９会場にて実施された

市町村合併住民説明会が終了しました。

　今回は、 「投票に向け、 より具体的な資料を」 という要望

をうけ、町独自の資料を作成し、その説明を行いました。

　会に先立ち、上山町長より「投票前に行う説明会は

これで最後になります。住民投票実施は全国的世論で

も望まれていること、実施に踏み切り良かったと思い

ます」というあいさつのあと、説明会が始まりました。

　「投票結果はどのように尊重されるのか？」「行政改

革案の数字の根拠は？」「地方交付税の今後の見通し

は？」といった質問がどんどん出され、中には新聞の

切り抜きを持参し、自論を展開する方もいました。

　参加者の数は、将来構想説明会の時よりも、約100

名増え、関心の高さと真剣さがひしひしと感じられ

ました。

 ◆会場別参加人数

住民説明会将来構想
説明会地区懇談会会 場 名

322022老 人 憩 の 家

452938道 仏 公 民 館

192942潮 風 荘

732542蒼 前 集 会 所

300199265計

住民説明会将来構想
説明会地区懇談会会 場 名

221224新 田 集 会 所 
 （鳥屋部集会所） 

141523金山沢福祉館

213026田 代 福 祉 館

23820登 切 福 祉 館

513128
赤保内集会所
 ハートフルプ  
 ラザ ・ はしかみ  
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階上町臨時職員任用候補者募集階上町臨時職員任用候補者募集
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●優良繁殖雌牛導入資金融資
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●特別導入事業
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貸付牛制度のお知らせ 町営放牧場利用牛受付�
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確定申告 
所　得　税　２月１７日（月）～３月１７日（月）
消費税・地方消費税
　　　　　　２月１７日（月）～３月３１日（月）
贈　与　税　２月３日（月）～３月１７日（月）
（ご注意）
○税務署の閉庁日（土・日・祝日）は、税務署では
相談及び申告書の受付は行なっておりません。

○税務署の閉庁日（土・日・祝日）は、相談及び申
告書の受付は行なっていませんが、申告書は、郵
送又は税務署の時間外収受箱に投函することによ
り、提出することができます。

　「所得税の確定申告書作成コーナー」で作成した申
告書は、税務署に提出できるようになりました。

（カラープリンター使用）
利用できる方
　Ａ様式、Ｂ様式に対応しています。なお、分離課
税や給与所得者の特定支出控除を受ける方など、申
告内容によっては利用できない場合があります。
　詳しくは税務署にお尋ねください。
（アドレスは、http://www.nta.go.jp）

【問い合わせ・郵送先】八戸税務署　��������
　　　　　　　〒031-8611 八戸市江陽２丁目９－４５

個人の申告と納税の期間

時間外収受箱をご利用下さい。

国税庁ホームページで所得税の
確定申告書が作成できます。　  
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第9回�

雪 冬「雪の祭典・冬の花火大会」�

 （12）

　登切福寿会（代表根岸勇蔵さん、会員40名）の

作る野草茶が今年も出来上がりました。

　20種類以上の野草をブレンドした野草茶を、健

康づくりのために飲んでみませんか。

　今年は特に野草の育ちが良かったということ

で、できは特に良いそうです。

　●この野草茶は次の薬草で作っています。

　　ドクダミ　ゲンノショウコ　オオバコ　マタタビ

　　イカリ草　赤シソ　青シソ　アカザ　スイカヅラ

　　ウド　カキドオシ　アマチャヅル　ハコベ　スギナ

　　月見草　ウルイ　イタドリ　タラの木の芽　桑の葉

　　柿の葉　その他

【問い合わせ】　
　　　登切福寿会　�88－3701（根岸さん宅）

　野沢スキー場で第　回「雪の祭典・冬の花火大9

会」を開催します。

　　月10日�月 　前夜祭 午後　時より2 6

　　　　　　　 与作選手権・きき酒大会　他

　　　　　　　 北国の暮らし研究会との交流会

　　月11日（火・祝日）2
　　●昼の部　午前10時より

　　　　　　　雪上綱引き大会・ミカン拾い・

　　　　　　　雪像づくり・雪合戦大会　他

　　●夜の部　午後　時より　雪上キャンドル・6

　　　　　　　　　　　　　　トーチパレード

　　　　　　　午後　時より　冬の花火大会7

【問い合わせ】　
　　雪の祭典実行委員会事務局　�34－6466

【対象となる事故】　・グループ活動中の事故　　・往復中の事故
【保　険　期　間】　平成15年　月　日午前　時より翌年　月31日午後12時まで4 1 0 3

【問い合わせ】教育委員会体育課　� 88－2764 内線262

共済見舞金賠償責任保険
（補償限度額）

損　害　保　険
掛　金
（1人年額）

対象となる
事故の範囲

加入
区分対　象

団　

体
通 院
（日額）

入 院
（日額）

後遺障害
（最高）

死亡

突然死
（急性心不全、

 脳内出血等）

���万円

身体賠償　1人　　����億円

�����
円

�����
円

�����
万円

�����
万円

���円
団体活動中と

その往復中　A

・中学生以下の子ども

・子どもの保護者

（スポーツの指導者、審判

を除く。）

子

ど

も

の

団

体

　　　　　1事故　����億円
財物賠償　1事故　���万円

（各免責1,000円）

上記補償に身体・財物賠償　合算で

　  　事故 ���万円を加算1
�����

円
�����

円
�����

万円
�����

万円

�������円

団体活動中と

その往復中　

AW・中学生以下の子ども
対象と　　
なりません

身体・財物賠償　合算で

　  　事故 ���万円1

（免責1,000円）

���
円

�����
円

���
万円

���
万円

団体活動中と

その往復中以外

突然死
（急性心不全、

 脳内出血等）

���万円

身体賠償　1人　　����億円

�����
円

�����
円

�����
万円

�����
万円

�������円
団体活動中と

その往復中　AC
・子どものスポーツ団体の

指導者

（C区分での加入もできます。）

　　　　　1事故　����億円
財物賠償　1事故　���万円

（各免責1,000円）

突然死
（急性心不全、

 脳内出血等）

���万円

身体賠償
　　　　　1人　　����億円
　　　　　1事故　����億円

（免責1,000円）

�����
円

�����
円

�����
万円

�����
万円

���円

団体活動中と

その往復中　

A
・文化活動、ボランティア

活動、地域活動

（スポーツの指導、審判、ダン
ス、踊り等を除く。）

大

人

の

団

体

�����
円

�����
円

���
万円

���
万円

���円B
・老人クラブなど

　（60歳以上。）

財物賠償

　　　　　1事故　���万円
（免責1,000円）

�����
円

�����
円

�����
万円

�����
万円

�������円C
・大人のスポーツ活動
　（野外活動、身体運動を含
む。）

�����
円

�����
円

���
万円

���
万円

�������円D
・危険度の高いスポーツ活動
　（アメリカンフットボール、
　　 山岳登はんなど。）

スポーツ安全保険�
●スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動等に最適な保険です。●�

小さな掛け金�
大きな補償�
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の
潜
在
意

識
や
催
眠
術
の
暗
示
な
ど
の
本
を

読
ん
で
、
そ
れ
は
「
憑
依
妄
想
」

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
し

て
、
こ
の
現
象
は
世
情
や
周
囲
の

環
境
に
左
右
さ
れ
て
多
発
す
る
事

も
知
っ
た
。

　

昭
和
二
十
一
年
、
中
国
の
戦
線

か
ら
敗
戦
の
日
本
に
帰
還
し
た

が
、
当
時
は
食
糧
難
に
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
人
心
の
混
乱
が 
甚 

は
な
は

だ
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。
海
岸
の

人
び
と
は
海
水
を
煮
詰
め
て
塩
を

造
り
、
そ
の
塩
を
岩
手
県
、
秋
田

県
の
米
の
生
産
地
に
持
っ
て
行
っ

て
塩
と
米
と
を
交
換
し
て
飢
え
を

凌
ぐ
の
に
忙
し
か
っ
た
。
階
上
の

海
岸
は
ま
る
で
製
塩
の
町
の
よ
う

で
あ
っ
た
。

（
写
真
と
文
責　

正
部
家　

奨
）

行
動
を
す
る
一

種
の
精
神
病
で

あ
る
。

　

私
が
子
ど
も

の
頃
、
狐
に
だ

ま
さ
れ
た
話

や
、
狐
が
人
に

付
い
た
話
、
つ

ま
り
、
狐
付
き

の
話
を
聞
か
さ

れ
、
本
当
に
そ

◆お稲荷さんの使者の狐像
（八戸市長者山、福禄稲荷神社）

れ
た
。
や
は
り
機
械
が
無
く
て
は

仕
事
に
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
た

の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
話
題
を
変
え
る
。

　

世
に
「
憑
依
妄
想
」
と
い
う
言

語
が
あ
る
。
悪
霊
や
狐
（
外
国
で

は
犬
な
ど
）
が
人
間
に
乗
り
う

つ
っ
た
と
思
い
込
ん
で
、
奇
異
な

「ぼくのかお」

す
が
わ
た
り 
ひ
で
き（6

歳
）

中
央
保
育
所

（
6
歳
）

田
代
児
童
館

に
わ
の 

た
い
せ
い
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北
海
道
奥
尻
島
か
ら
九
州
の

奄
美
大
島
の
山
野
に
生
え
る
つ

る
性
の
多
年
草
。
雌
雄
異
株
、
花

は
夏
か
ら
秋
、
白
く
美
し
い
レ
ー

ス
の
よ
う
な
飾
り
の
つ
い
た
花

は
、
残
念
な
こ
と
に
夕
方
に
な
っ

て
開
く
の
で
、
人
目
に
つ
く
機
会

が
少
な
い
。
カ
ラ
ス
ウ
リ
と
い

う
和
名
は
、
晩
秋
に
残
る
黄
色
い

果
実
を
、
カ
ラ
ス
が
残
し
た
の
だ

ろ
う
と
見
立
て
た
も
の
と
い
わ

れ
て
い
る
。
花
弁
の
縁
は
糸
状

に
な
る
が
カ
ラ
ス
ウ
リ
よ
り
短

く
大
ざ
っ
ぱ
な
感
じ
。
塊
根
は

粉
に
し
て
ベ
ビ
ー
パ
ウ
ダ
ー
の

材
料
に
さ
れ
、
熟
れ
た
果
実
は
、

ア
カ
ギ
レ
な
ど
の
薬
用
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た
。

夜開き朝しぼむ ▲▲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
部
家　

奨
／
作 
・ 
佐
藤　

明
／
画

キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
（
う
り
科
）

有　

谷　
　
　

升

＜165＞

九
戸
の
乱
と
道
仏
城
（
四
十
八
）

　

九
戸
城
は
古
い
時
代
か
ら
二
戸

地
方
に
お
け
る
根
拠
地
で
、
一
説

に
は
安
倍
の
一
族
の
白
鳥
八
郎
行

任
が
築
い
た
館
で
あ
っ
た
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
廃
墟

と
な
っ
て
い
た
も
の
を
九
戸
光
政

（
政
実
よ
り
四
代
前
）
の
代
に
九

戸
村
の
大
名
館
か
ら
移
っ
て
居
城

と
し
て
い
た
も
の
で
、
永
禄
十
二

年
の
秋
田
合
戦
の
時
の 
鹿  
角 
鎮
定

か 
づ
の

の
功
績
に
よ
っ
て
二
戸
郡
の
数
村

を
加
賜
さ
れ
て
か
ら
大
改
築
を 
施 

ほ
ど
こ

し
、
威
勢
大
い
に
振
う
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。（
こ
の
事
は
平

成
十
一
年
十
一
月
号
で
も
叙
述
）

　

九
戸
城
は
小
盆
地
の
中
央
に
位

置
し
て
い
て
、
馬
渕
川
、
白
鳥
川
、

猫
渕
川
の
三
河
に 
囲 
ま
れ
て
堀
深

か
こ

く
、
城
壁
高
く
、
堅
固
に
守
備
さ

れ
て
い
ま
し
た
の
で
当
時
の
兵
器

の
破
壊
力
で
は
攻
落
が
む
ず
か
し

い
城
館
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
堅
固
な
九
戸
城
に

対
し
て
攻
撃
軍
は
一
挙
に
攻
め
落

と
そ
う
と
企
図
し
、
全
兵
力
を
も
っ

て
包
囲
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
一
挙

に
攻
落
す
る
為
に
は
そ
れ
な
り
の

手
段
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。ま
ず
、
城
内
の
状
況

を
綿
蜜
に
偵
察
し
て
、
こ
こ
は
天
然

の
断
崖
絶
壁
で
登
攀
不
能
な
の
で
城

兵
の
配
置
が
手
薄
で
あ
る
と
か
、
ど

こ
に
障
害
物
が
設
け
ら
れ
て
あ
る

と
か
、
ど
こ
が
こ
の
城
の
弱
点
で
あ

る
な
ど
を
周
到
に
偵
察
し
て
か
ら

包
囲
の
部
隊
配
置
を
す
べ
き
で
あ
っ

た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
大
半
の

部
隊
は
到
着
順
に
配
置
さ
せ
ら
れ

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
 
勿  
論 
、
こ
の
陣
立
て
は 
武  
者  
奉 

も
ち 
ろ
ん 

む 

し
ゃ 

ぶ

 
行 
の
堀
尾
吉
晴
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た

ぎ
ょ
う

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
蒲
生
に
し

ろ
浅
野
に
し
ろ
ほ
と
ん
ど
同
格
で
、

こ
の
将
軍
た
ち
に
は
全
軍
を
指
揮

す
る
だ
け
の
威
厳
が
な
か
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
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